
 

 

 

第5期 令和3年度 新宿区多文化共生まちづくり会議 第3回全体会 議事概要 

 

日 時  令和3年12月24日（金）14:00～16:00 

場 所  区役所本庁舎5階 大会議室  

出席委員 毛受委員、稲葉委員、小林委員、長谷部委員、岡田委員、松田委員、申委員、レックス委員、李

委員、金（勲）委員、奥田委員、ドゥラ委員、朴委員、鈴木委員、盛委員、安藤委員、陳委員、

タイン委員、原田委員、本多委員、山口委員、守重委員、國谷委員、内田委員 ２４名 

欠席委員 郭委員、ブサン委員、センブ委員、江副委員、金（朋）委員、金子委員、伊藤委員、井上委員 

８名 

 

１ 開会 

２ 議事 

（１）審議経過及び今後の予定について 

事務局から説明があった。 

 （２）中間のまとめ（案）第１章、第２章について 

  事務局から説明を受けた。 

（３）中間のまとめ（案）第３章について 

会長が第３章について説明し、その後審議を行った。 

 ・来日する時点で既に日本人の知り合いがおり、情報を得ている外国人が多いと思う。区としてどのよ

うな情報を提供する必要があるか掘り下げていきたい。 

・留学生、永住者など情報提供の対象者によってアプローチに違いが見られるので、効果的な情報提供

を考えたい。 

・永住者でも当たり前だと思っていた情報がそうでないこともあるため、情報の選別が大事だ。 

・区役所の時間外でも情報を得られる無人のコーナーがあると良い。 

・情報をどのように伝えるかが一番大事なので、区別して、見つけやすい形で情報提供をする必要があ

る。 

・SNSの「しんじゅくニュース」に登録しているが、ワクチンなどの有益な情報が多く、情報をコピーし

て転送することが出来て良い。選別も大事だが、とにかくたくさんの情報発信をまずは行うべきだと

思う。 

・外国人と日本の年配者とのコミュニケーションに難しさを感じる。 

・情報量が多すぎると面倒になってしまうため、タイトルを分かりやすくして、たどり着きやすい情報



 

 

への道案内が出来ると良い。 

・所属する団体に情報を提供し、そこに所属する個人へ情報を提供するやり方も必要である。 

・フォロワーの多い民間企業を通じた情報発信も良い方法である。 

・日本を単位に考えると国、都、区の３つに分けられ、それぞれの立場から情報が出されているので、

分けて情報を整備する必要がある。 

・地域はコロナ騒動で内向きになっていると感じるので、どのようにして今までのような明るい地域に

するか一緒に考えていきたい。 

・外国人コミュニティを通して情報発信をすることで、区の相談窓口や情報などに繋がっていくと思う。 

・案内してくれる人や機関など受け入れ後のサポートも大事である。 

（４）中間のまとめ（案）第４章について 

部会長が第４章について説明し、その後審議を行った。 

 ・まずは交流の場をつくるのか、それよりも人との関係性やつながりをつくっていくことに重点を置く

のか、どこを求めるべきか部会の話し合いが大変だった。 

 ・コロナで地域の時間が増え人との関わりが大事になってくると思うので、人との関係性を築くために

何か出来ることはないか考えていきたい。 

 ・交流する仕組みや仕掛けを作ったあとは、続けていくために運営者が大事になる。 

 ・交流よりも継続性が意識されている関係づくりという言葉が大事である。 

 ・イベントの継続性や運営を考えると、外部の団体との連携も良いと思う。 

 ・留学生のときは学校と自分の家の往復で、地域がどのようなことをしているのか分からなかった。 

 ・子育てのときに初めて地域のつながりの重要性を感じた。 

 ・町会の課題として、活動の費用や担い手の高齢化、SNSなどの情報発信は困難であることが挙げられ

ると思う。 

 ・イベント開催の際には日本語教室を併設することなどで参加が得られそうなので、今後部会の中で具

体策を審議していきたい。 

 ・日本語学校など外国人が多く集まる機関と町会などの連携強化を図る方向性を模索したい。 

 ・町会のイベントも継続性が大事だと思う。 

 ・世代や生活様式ごとに、仲良くできる方法を考えていきたい。 

・特に都市部では、地域全体で人とのつながりが薄くなってしまっているのが現状である。 

・防災訓練や清掃活動など一緒に地域の課題を解決するもののほうがただのイベントよりは役に立つと

思う。 

・交流を継続させて関係づくりを行い、福祉的な面を考えて支援していきたい。 

・コロナ禍で交流が制限され、実際のイベントに参加できない中、会議のみで議論していくことにもど



 

 

かしさを感じた。 

・賃貸に住む人でも地域の情報を知る方法があり、情報が共有されると良いと思う。 

・町会の人が相談に応じてくれると外国人も心強いし、町会のことを知ることができると思う。 

・日本語学校で留学生にオリエンテーションを行う際に、町会の説明をすると町会につながっていく可

能性があると思う。 

（５）中間のまとめ（案）の承認について 

会長が本案を第５期新宿区多文化共生まちづくり会議の中間のまとめとすることについて諮り、承認

を得た。 

（６）次回の日程 

   事務局から次回会議の日程について説明を受けた。 

 第１部会 2月22日(火)10:00～12:00（於：しんじゅく多文化共生プラザ） 

第２部会 2月17日(木)14:30～16:30（於：区役所本庁舎6階 第2委員会室） 

３ 閉会 


